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（elliptical/ scaphoid fossa）の尺側縁での tilt-
ing angleだということである．月状骨窩（lu-

















fixation first, reduction second）ことを推奨し
ている（図－２a）．
側面X線像での volar tilt とは，elliptical fossa の尺側縁での tilting angle である．
卵円窩下から刺入したロッキングピンは真ん中寄りの軟骨下骨を“tangential”support する．






































に比し１ 程度 ulna minus variant となるよう distraction 位で固定する．distraction 位では，背側の骨膜が緊張して粉
砕した背側骨片も自動的に整復されるほか，積極的手の使用により，“distraction osteogenesis”効果により骨癒合が促
















































































従って，より関節中央部で subchondral support することとなるため，プレートはその掌屈角が１９°より小さくなるよう
プレベンディングしなければならない．













































































５０歳代 女性 術前 術直後 術後６週
７０歳代 女性 術前 術直後 術後６週
早期後療法による dynamization 効果は，flexible fixation のほうが得られやすい．










pull-out 例の成績不良は technique の稚拙さと損傷が広範囲のためか，放置例が最も成績がよい．すな
わち軽度損傷では，distraction 位で TFCCに適度の tension が生じた結果，回内・外がスムースに行え，




















Distraction くらいで固定されている時の alignment は良好だったが，plate arm 部が折損して月状骨
窩骨片が安全性に関与しなくなると，手根骨は尺側偏位し，DRUJ の不適合性が生じた．
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